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目標 数値目標
自己
評価

生徒 保護者 現状分析 次年度に向けての改善策
学校

関係者
評価

学校関係者評価コメント

言語環境の整備 3.2 3.4 3.2

コミュニケーション
能力の向上

3.1 3.4 3.1

道徳科の充実 3.3 3.7 3.1

基礎基本の定着 3.2 3.3 2.8

主体的に学習に取り
組む態度の育成

3.1 3.3 2.5

家庭学習の充実 3.3 3.2 2.3

体力と競技力の向上 2.9 3.4 2.8

自己管理能力の向上 2.8 3.2 2.8

食育の推進 2.9 3.6 3.1

地域活動の積極的な
発信

3.2 3.3 2.7

地域人材の積極的な
活用

3.3 3.2 2.7

地域社会への貢献活
動

3.2 2.6 2.4

大王小との連携・拡
充

3.0 3.1 3.1

〇地域との意識共有が必要です。学校はもとより、
ＰＴＡ関係者が積極的に取り組まなければ、理解は
得られないと思います。
〇小中の校長と先生方の連携は、１中１小の利点で
効果が出ている。地域行事の中で中学校生徒のボラ
ンティア活動なしでは実施できない行事もあり、大
変感謝されている。
〇落ち葉の時期の学校周りのボランティア清掃等一
緒にできる活動が増やせるといいと感じています。

総合評価 3.0

3.1

〇中体連の大会での結果でも一生懸命さが伝わって
くるようです。体育大会での取り組みも素晴らしい
ものでした。
〇先生方が生徒個々の小さな健康面の不安や課題を
早期に察知されて、保護者への連絡等の働きかけを
されていて、評価できる。
〇車で登校する小中学生の多さに驚きます。校区が
広いので仕方ないと思う点もありますが。

総合評価 3.1

ふ
る
さ
と
を
愛
し
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
【
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愛
】

①今住んでい
る地域の行事
に参加してい
る割合５０％
以上を目指
す。
②小中合同研
修会の確実な
実施を目指
す。

項
目
ご
と
の
評
価

◯地域貢献活動の低迷： 「地域社会への貢献活
動」の評価（2.4〜2.8）が低く、コロナ禍以降の
地域行事への参加やボランティア活動の機会不足
が影響していると考えられる。
◯小中連携の推進： 「大王小との連携」について
は3.0〜3.1と一定の評価を得ており、連携の基盤
は整っている。

●地域行事への積極的参画： 地域活動の発信を強化し
（学校便りや学校HPの充実）、生徒が地域の行事や
清掃活動等に参加しやすい環境（情報提供やボラン
ティア枠の確保）を再構築する。
●郷土愛の醸成： 地域の人材を講師として招く（キャ
リア教育における地元事業所の活用）など、「ふるさ
と教育」を充実させ、地域社会の一員としての自覚を
高める活動を推進する。

3.2

●家庭学習の質的改善： 「家庭学習の充実」に向け、
単に時間を増やすだけでなく、タブレット端末の活用
や、目標設定を明確にし、家庭での学習内容を可視化
する方法を検討する。読書習慣を家庭学習の一部とし
て位置づけるなど、自学自習の支援を強化する。
●基礎基本の定着： 総合評価が3.2〜3.3であること
から、個に応じた指導や小中連携による学力向上策を
さらに推進する。継続した自立した学習者の育成。 3.2

〇授業参観で拝見していますと、学習態度は良好だ
とお見受けしました。いつでもその姿勢で取り組ま
れるとよいと思います。
〇家庭での学習習慣の向上は、保護者の実社会での
経験を踏まえた望みと、生徒（少年）の自主的な取
り組みとの乖離は必然と考える。それを少なくする
ための先生方の多方面に渡る支援等の努力が伺え評
価できる。
〇小学校に比べ「子どもが主役の授業」についての
先生方の意識のばらつきを感じました。

総合評価 3.0
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①体力テスト
でＡランク１
０％以上、Ｄ
ランク１０％
減少を目指
す。
②各種治療率
を前年度より
１０％以上を
目指す。
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◯自己管理能力への意識差： 「自己管理能力の向
上」について、生徒の意識（3.5）は高いものの、
実際の行動としての評価（2.8〜2.9）には伸び悩
みが見られる。
◯体力・健康面の課題： 体力テストの結果や各種
治療率の項目は、全体的に評価が3.0を下回ってお
り（2.8〜2.9）、運動習慣の定着や健康管理への
取り組みが十分とは言えない。

●運動機会の確保と食育： 体育授業の充実だけでな
く、昼休みや部活動等での体力向上策、および食育を
通じた健康な体づくりの意識啓発を行う。
●治療勧告の徹底： 各種治療率の向上に向け、保健だ
より等を通じた保護者への働きかけをさらに強め、早
期受診を促す。

総合評価 3.3
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①家庭学習
（平日）２時
間以上の割合
を４月当初よ
り１０ポイン
ト以上増や
す。
②図書室の貸
し出し冊数を
昨年度より１
０％以上増や
す。
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◯学習態度の課題： 「主体的に学習に取り組む態度の育
成」において、保護者評価が2.5と全項目中で最も低く
なっており、学校での学びが家庭から見て「主体的」に
見えていない可能性がある。
◯家庭学習の習慣化： 平日2時間以上の学習割合につい
て、保護者評価（2.3）や生徒評価（3.2）に乖離が見
られ、家庭での学習時間の確保が依然として大きな課題
である。 また、「主体的に習に取り組む態度」も保護者
評価は2.5に留まっている。これは、学校での指導が家
庭での学習習慣に十分に結びついていない、あるいはそ
の成果が保護者に伝わっていない可能性を示唆してい
る。
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①学校が楽し
いと思う割合
を９０％以上
を目指す。
②人権宣言を
意識して生活
している割合
を９０％以上
を目指す。
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◯生徒の自己評価が高い： 「学校が楽しい」や
「コミュニケーション能力」において、生徒の評
価は3.4〜3.6と高く、学校生活への適応や友人関
係は良好であると考えらる。
◯道徳教育への一定の理解： 「道徳科の充実」に
ついては、自己評価（3.3）および生徒評価
（3.5）ともに目標値に近い水準にある。

●人権意識の定着： 人権宣言を意識した生活の保護者
評価（3.1）が、生徒（3.6）に比べてやや低めであ
るため、家庭と連携した人権教育の啓発を強化する必
要がある。
●言語環境のさらなる整備： 言語環境の整備につい
て、数値目標（90%以上）に対し、評価が3.2前後で
あることから、読書活動や発表機会の充実を通じた表
現力の育成を継続する。 3.2

〇家族以外とのコミュニケーションは、年代特有の
影響もあると思いますが、なかなかとりづらいよう
です。
〇生徒は友人関係を良好に保っているようで先生方
の人間性の育成や啓発（教育含む）の効果が出てい
ると考える。


